
 

 

 

2026年10月16日 

一般社団法人日本損害保険協会 関東支部 

 

 

 

 

日本損害保険協会関東支部埼玉損保会（会長：萩之内 誠・損害保険ジャパン株式会社 埼玉中央支店長)

では、9 月 15 日(火)に岩槻高齢者講習センターで実施された、埼玉県と埼玉県警が主催する特殊詐欺撲滅 

「敬老の日」キャンペーンに共同参加し、高齢者講習での来場者に対して「反射材付き高齢者交通事故防止

啓発チラシ」等を配付し、夕暮れや夜間の歩行には反射材の着用を呼び掛け、注意喚起を行いました。 

高齢者の増加に伴い、交通事故死者数に占める高齢者の割合は全国で55.9％（2025年12月末時点）で、

埼玉県では高齢者の交通事故死者数は64人（同時点）と全国ワースト2位となっています。 

こうした状況を踏まえ、埼玉損保会としては、参画している「埼玉県交通安全対策協議会」の一員として、

高齢者や歩行者等の交通事故防止に向けた啓発を目的に、高齢者が多く集まる中での今般の県・県警主催の

取組みに参加協力しました。 

キャンペーンでは、冒頭、萩之内会長から挨拶があり、「県内では、高齢者の特殊詐欺被害が増加している

ことから、くれぐれも被害に遭わないように注意を呼び掛けて参りたい。一方で、日の入りが早くなるこれ

からの時期、反射材を身に付けていただくことで高齢者の交通事故防止にお役立ていただきたい。ぜひ様々

な場所で活用いただけることを願っております。」との言葉が述べられた後、取組みがスタートしました。 

キャンペーンは、午前11時から約2時間行われ、埼玉損保会では、用意した啓発チラシ100枚と反射材マ

スコットキーホルダー100個をセットで来場者に手渡ししながら、「お配りした反射材を鞄や靴などに付けて

いただき、夜間外出の際はくれぐれも交通事故に遭わないようにお気を付け下さい。」と呼びかけました。 

埼玉損保会では、引き続き、県警や県、関係団体と協力関係を深めながら、高齢者をはじめとした交通事

故防止の啓発に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

萩之内会長の冒頭挨拶                活動の様子 

 

埼玉損保会として高齢者への交通事故防止を呼び掛け 

～埼玉県・県警主催の「敬老の日」キャンペーンで「反射材付き啓発チラシ」を配布～ 

  


